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Abstract
The skin is the largest tissue surrounding our body, and is essential for maintenance of our life. The epidermis, including 

stratum corneum, plays a pivotal role in barrier function, which is essential for terrestrial living organisms, as well as retain-
ing in moisture to keep itself supple. In addition to these biological functions, the skin locates the outermost layer affecting 
its appearance and tactile perception. Moisturized skin is supple and beautiful. This review summarizes molecular and struc-
tural mechanisms in skin moisturization and recent advances in skin moisturization. Free amino acids are major component 
of natural moisturizing factors in the stratum corneum, which are derived from degradation of filaggrin protein. Recent stud-
ies have revealed that several proteases are involved in degradation of filaggrin into free amino acids. Other constituents of 
natural moisturizing factors include organic acids and mineral ions, which are derived, at least in part, from sweat and  
sebum. In addition to these low molecular natural moisturizing factors, properties of structural protein such as keratins may 
affect moisture retention activity in the stratum corneum. Thus, skin moisturization is composed of heterogeneous factors 
and its improvement can be achieved by various skincare approaches.
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1.　は じ め に

皮膚は私たちの身体を包む最大の組織で，生命の維持
には不可欠である。特に，陸生生物にとって水分保持は
重要な課題で，角層を含む表皮がその役割を担ってい
る。角層は表皮角化細胞の増殖・分化により形成され，
バリア機能という生物学的に重要な役割を果たしつつ，
自ら水分を保ちしなやかさを維持する保湿機能を担って
いる。また，最外層の角層は化粧品の主なターゲットで
あり，キメなど美しさに影響する外観や皮膚物性などの
主要因でもある。2011年 7月，化粧品の新たな効能と
して「乾燥による小ジワを目立たなくする」という効能
表現が可能となった。本効能をより効果的に発揮する化
粧品を開発する上では，皮膚の保湿メカニズムを十分に
理解することが必須である。本稿では，皮膚が生来持っ
ている保湿メカニズムについて，またスキンケアによる
保湿機能の向上について，最近の知見も含めて紹介す
る。

2.　角層の成り立ち

表皮は 0.1～0.2 mm程度の厚さで，細胞がぎっしり詰

まっている。その 9割以上を表皮角化細胞（ケラチノサ
イト）が占め，そのほかにメラニン色素を産生する色素
細胞（メラノサイト）や免疫機能を担うランゲルハンス
細胞などが存在する。表皮は，形態的な特徴から基底
層，有棘層，顆粒層，角層に大別される （Fig. 1）。基底
層において増殖によって生まれた表皮角化細胞が，形態
や機能を変えながら，有棘層，顆粒層を経て角層に至る
際に細胞死を迎える。さらに角層の最外層に至って垢

あか

と
なって剥がれ落ちていく。このように，表皮は決して静
的な組織ではなく，絶えず生まれ変わりながら組織とし
ての恒常性を維持する動的な組織である。
表皮角化細胞の分化を角化と呼ぶが，その過程におい
て多様な役割を担っている。特に，基底層から顆粒層ま
では，細胞は盛んに遺伝子発現しており，角層のバリア
機能や保湿機能に必要なタンパク質や脂質などを生合成
する。一方，角層は，細胞としては死んだ角層細胞から
構成される組織であり，遺伝子発現することはないが，
種々の酵素などが多く働き，また種々の生理活性物質が
多く含まれるなど，極めて代謝活性は高い。このように
角層は単なる垢として積層しているのではなく，バリア
機能と保湿機能の主役を担うための「活きている」重要
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